
　会員相互の親睦と水土里ネットの業務に携わる女性ネットワークを広げ、情報の共有化や連携の強化を図るととも
に、研修会等への参加による自己研鑽による知識やスキルの向上に努めることで、女性が土地改良事業の中核を担
える環境づくりを進めることを目的とした「とちぎ水土里ネット女性の会」は、令和６年度総会を開催いたしました。
　議事は以下の２議案で、いずれも原案どおり議決・
承認されました。
　第１号議案　令和７年度事業計画について
　第２号議案　会則の一部改正について　
　また、報告事項では、本年度開催した
幹事会の内容について会員の皆様に
報告いたしました。
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皆様からのご意見をお寄せください！皆様からのご意見をお寄せください！
『女性の会』の私たちみんなが主役です！！『女性の会』の私たちみんなが主役です！！

日時：令和６年１１月１３日（水） 午後１時３０分～　場所：栃木県土地改良会館

　とちぎ水土里ネット女性の会とさいたま水土里ネッ
ト女性の会は、初の意見交換会を開催しました。
　意見交換会は、さいたま水土里ネット女性の会会

員等29名、とちぎ水土里ネット女性の会幹事等9名のほかそれぞれの事務局が参加し、7グループに分
かれてのグループディスカッション形式で行いました。
　意見交換会はポストイットを用いて悩み等を把握しやすく工夫し、数グループから施設の管理状況、人
員不足や資金不足などの悩みが発表されました。
　総評ではとちぎ水土里ネット女性の会の星野惠美子相談役（那須野ヶ原土地改良区連合専務理事）よ
り、行政への相談や土地改良区としての目標を決めることでやるべき
ことが見えてくるという助言をいただきました。
　とちぎ水土里ネット女性の会にとって初めての開催となった他県と
の交流会ですが、どのグループも時間が足りないほどに活発な意見
交換がなされ、「とても勉強になった。また参加したい」との感想をい
ただきました。 

とちぎ水土里ネット女性の会さいたま水土里ネット女性の会

日時：令和６年１１月１9日（火） 午後2時00分～
場所：栃木県土地改良会館

意 見 交 換 会

とちぎ・石川会長 さいたま・牛山会長

意見発表

とちぎ水土里ネット
女性の会マスコット
「イチゴクラス」

『出会いの種を蒔いて
　繋がりの花を咲かせよう～』



令和6年
度とちぎ水土里ネット女性の会研修会

　山下氏は実際に男性職員とともに水利施設の保全管理業務にあたられるご自身の経験談を交えながら、女性の
参画が大きな課題となっている農業水利施設の保全管理の在り方、男女共同参画の進め方を紹介していただきま
した。力が必要な作業を機械化し、ICT技術に頼ることで負担軽減を図るほか、職員同士の助け合い精神も重要で
あることが分かりました。また、チャンスがあったら挑戦して自分の経験値を増やすことが自信へと繋がるという重
要なことも教えていただきました。
　その後グループ討論が行われ、日頃思っていることや悩みなど活発
な意見が飛び交いました。グループ討論の内容は各グループの代表者
に発表をしていただき、ファシリテーターの星野相談役に総評をいただ
きました。

日時：令和６年１１月１３日（水） 午後2時３０分～午後4時0０分　場所：栃木県土地改良会館

講師（山下ますみ主査） 質疑応答 総評（星野相談役）グループディスカッション

DC E FA班テーマ

グループ討論

B

　那須野ヶ原土地改良区連合では、事務も現場も男女関係なく担当しています。土地改良区という組織が
仕事をするのであって、Aさん、Bさんという職員や役員が仕事をするというわけではないです。連合では朝
に全職員が分担して事務所の掃除をしますが、これは体を動かして脳を活性化させることが重要だからで
す。みんなが平等であるということを前提にすることで良い仕事ができるのではないでしょうか。事業担当
に限らず、事務系の仕事も知識と経験があることはとても重要です。ぜひ県土連で研修の機会を設けても
らえたらよいですね。また、仕事に対する対価があるのは当たり前ですので、相談しづらいことかもしれませ
んが、行政に頼ってもよいかもしれません。みんなが納得して頑張れる組織体制になると良いと思います。

暗黙のルールについて
電話やお茶の対応、事務所
の掃除は女性になっている。
懇親会などでの行動や所
作について、「女性はこう
だ」という意識を持つ方が
いるのではないか。

現在、問題意識の高い
事項について
(テーマは自由)

□現在の問題点に
　ついて

人件費は気になるところで
ある。賦課金の未納につい
ては弁護士に相談したり、
コンビニ払いにしたりと工
夫が必要。事務系(入札・電
話対応等)の研修を県土連
主催で行ってほしい。

事務手続きなどで苦労して
いる方が多い。入札の仕方
などを教えてもらえる機会
があれば助かる。

同じ土地改良区内で賦課
金の単価の乖離が気になる。
安いところは1,850円、高
いところで18,000円。耕作
放棄地が増えている。地区
除外が増えている。

苦情などの電話は女性が
受けることが多く、相手に
とっても女性の方が言いや
すいのでは。

施設の老朽化が問題。行政
の補助にもそれぞれ差が
あって申請が大変。職員の
給与に対して苦情が出る。

土地改良区という組織がそ
もそも女性は事務、男性は
現場という体制になってい
る。「女性には大変だよ」と
いうような言葉を発する方
もいる。

土地改良ならではの
アンコンシャスバイアスが
あるか

男女差よりも年齢差が気に
なる。
ご高齢でも動いてくださる
方と、動きたいと思っても
年長者がいるため出番が
ないという若者の感覚に
ギャップがある。

女性だけで話し合うのでは
なく、男性の役職員さんも
交えて話さないと伝わらな
い部分がある。

組合員さんの男性はこうあ
るべき、女性はこうあるべ
きというものを強く感じる。
組合員さんの意識改革も必
要ではないか。

　　 女性の思い込みよりも、男
性側の思い込みがある。会
議会場や書類の準備も女
性が動かないと男性が動く
ことはない。男性の意識を
変えることが重要。

人員不足で、施設管理を行
うという体制づくりがなか
なか難しい。頼むより自分
でやった方が早いという感
覚。

支障をきたしている
事項はなにか

□女性による
　農業水利施設の
　保全管理について

既に性別関係なく様々な業
務に当たっていたり、女性
しかいない組織で役員さん
が施設管理を行っていたり
などと、支障をきたしている
事項はない。それぞれがや
れることをやっている。

人員不足で、現場に行きた
いけれども、事務所を不在
にできないという状況。事
業担当は男性、事務は女性
という体制になっていると
いうこと。

人員不足、人件費不足。役
員さんや管理人さんに管理
手当を払って管理しても
らっているため、職員は管
理を求められていない。

女性職員でも広範囲の除
草やスクリーンの清掃など
をほぼ毎日しているが、力
が必要な作業はどうしても
男性の力が必要になる。女
性が行える作業には限度が
あること。

土地改良区の人員不足で、
保全管理は男性の理事さ
んなどが行っているため、
関わる機会がない。

「農業水利施設の保全管理について」　
講師／静岡県 大井川土地改良区 主査　山下 ますみ 氏
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